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道
路
は
、
人
や
車
が
通
る
た
め
だ
け
の
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
火
帯
で
あ
っ
た
り
、
水
道
管
や
ガ
ス
管
、

電
気
や
電
話
線
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
容
空
間
で
あ
っ
た
り
、
日
照
や
通
風
な
ど
、
生
活
環
境
上
の
空
間

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
先
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。�

11月1日に開通した小路谷千草線�

ウォーキングトレイル事業では散策コースを紹介した案内板を市内4か所�
に設置�
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既存道路�

事業着手�

予定路線�

千草� 千草�

津田�

外町�物部�
宇原�

納�

大野�

宇山�

炬口�

内町�

小路谷�
�

県
道
・
相
川
下
清
水
線�

�

県
道
・
洲
本
南
淡
線�

�

猪鼻ダムへ�
由良・南淡町へ�

小路谷千草線�

ホテル�

・洲高�

・県立病院�

・
三
洋
電
機
�

・青雲中�

・大坪� ・曲田山�

洲浜中�

・野球場�
　陸上競技場�

・勤労センター�

三熊山�・
盲
ろ
う
学
校� マリーナ�

太
郎
池�

大
浜�

堀
端
筋�

洲本川�

洲本港�

ポートターミナル�
いわた通�

洲浜橋�潮橋�

・�

津名郡へ�阪神方面へ�

四国方面へ�

三原方面へ�

安乎・中川原・五色町へ�

緑町へ�

県道・洲本五色線�

県道・広田洲本線�

洲　本　川�

洲
　
本
　
川
�

桑間山�

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
�

洲
本
I・
C

先山�

洲本バイパス�

外環状線�
�

内環状線�
�

加茂中央線�
�

湾
岸
道
路�

国道28号�
�

炬口漁港�

洲本市の幹線道路整備構想図�
�
洲本市の幹線道路整備構想図�
�

洲
本
の
主
要
道
路
を�

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す�
�

十
一
月
一
日
、
市
道
小
路
谷
千
草
線
の
一
部
が
開
通
し
ま
し�

た
。
こ
の
道
路
の
開
通
に
合
せ
て
、
市
内
の
主
要
道
路
の
整

備
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。�

小

路

谷

千

草

線

�

　
洲
本
市
が
平
成
六
年
か
ら
整
備
を
し
て

い
た
市
道
小
路
谷
千
草
線
の
う
ち
小
路
谷

〜
千
草
明
田
間
約
八
百
五
十
　
が
、
十
一

月
一
日
、
開
通
し
ま
し
た
。
工
事
費
は
約

三
億
円
で
、
道
路
幅
員
は
十
一
　
、
二
車

線
片
側
歩
道
付
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
道
路
は
本
市
の
道
路
整
備
計
画
で

外
環
状
線
と
し
て
位
置
づ
け
、
県
道
洲
本

南
淡
線
と
国
道
二
八
号
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ�

路
線
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
供
用
開
始
区
間
は
、
小
路
谷
か

ら
千
草
明
田
ま
で
の
区
間
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
市
内
へ
の
通
勤
、
通
学
に
安
全
で

円
滑
な
交
通
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
当
地
区
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
後
は
小
路
谷
地
区
の
整
備
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

国
道
二
八
号
洲
本
バ
イ
パ
ス�

　
こ
の
バ
イ
パ
ス
道
路
は
、
洲
本
市
市
街

地
の
交
通
混
雑
の
緩
和
や
交
通
安
全
確
保

を
図
る
と
と
も
に
洲
本
市
の
陸
の
玄
関
口

で
あ
る
洲
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
洲
本

市
市
街
地
を
結
ぶ
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
計
画
さ
れ
た
延
長
六
　
　
の
バ
イ

パ
ス
で
す
。�

　
納
地
区
か
ら
宇
山
の
青
雲
橋
ま
で
の
約

三
・
六
　
　
が
平
成
十
二
年
度
か
ら
供
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
期
事
業
区
間
の
宇

山
地
区
か
ら
炬
口
ま
で
の
二
・
四
　
　
に

つ
い
て
、
十
一
月
下
旬
か
ら
路
線
測
量
が

開
始
さ
れ
ま
す
。�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

〜
二
期
事
業
区
間
の
路
線
測
量
が
始
ま
り
ま
す
〜�

�

洲
本
の
主
要
道
路
を�

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す�
�
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

内
環
状
線
（
物
部
曲
田
塩
屋
線
）�
�

　
県
立
淡
路
病
院
前
の
道
路
か
ら
潮
橋
を

渡
り
、
堀
端
筋
、
津
田
を
通
り
、
千
草
川

の
上
庚
申
橋
を
渡
り
、
盲
ろ
う
学
校
前
、�

洲
本
高
校
横
を
通
り
、
洲
本
バ
イ
パ
ス
に

抜
け
る
道
路
が
内
環
状
線
で
す
。�

　
国
道
や
県
道
な
ど
の
広
域
幹
線
道
路
と

の
結
び
つ
き
を
強
化
し
て
、
市
街
地
の
混

雑
解
消
と
上
物
部
や
物
部
地
区
の
地
域
開�

発
を
目
指
し
ま
す
。�

　
本
年
の
三
月
に
は
、
上
庚
申
橋
が
完
成

し
、
千
草
川
両
岸
の
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に

流
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
平
成
十
六
年
度�

の
完
成
を
目
指
し
て
、
津
田
地
区
、
山
手

一
丁
目
、
本
町
四
丁
目
周
辺
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、�

物
部
地
区
と
都
心
地
区
の
ス
ム
ー
ズ
な
交

通
確
保
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。�

　
こ
の
工
事
区
間
完
成
後
は
、
洲
本
高
校

横
か
ら
洲
本
バ
イ
パ
ス
物
部
地
区
に
至
る

ま
で
の
整
備
を
す
る
予
定
で
す
。�

　
こ
の
路
線
は
、
旧
淡
路
鉄
道
の
電
車
の

走
っ
て
い
た
軌
道
敷
跡
な
ど
を
道
路
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
茂
・
納
地
区
を
中�

心
と
し
た
新
市
街
地
の
形
成
を
促
進
し
、

国
道
二
八
号
の
補
完
的
な
機
能
を
果
た
し

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
重
要
拠
点
病
院�

で
あ
る
県
立
淡
路
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
も
早
急
な
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
潮
橋
か
ら
県
立
淡

路
病
院
ま
で
の
約
九
百
二
十
　
が
供
用
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
現
在
の
整
備
状
況
は
、
県
立
淡
路
病
院

西
の
県
道
洲
本
五
色
線
と
の
交
差
点
を
起

点
に
下
内
膳
、
県
道
上
内
膳
津
名
線
ま
で

の
千
二
百
七
十
　
の
整
備
に
着
手
し
て
お

り
、
平
成
十
八
年
度
末
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。�

加
　
茂
　
中
　
央
　
線�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

そ
の
ほ
か
の
道
路
事
業
の
取
り
組
み�

　
そ
の
ほ
か
の
道
路
事
業
と
し
て
は
、
安

乎
・
中
川
原
地
区
で
の
県
道
上
内
膳
津
名

線
、
市
道
北
谷
山
田
原
線
、
千
草
地
区
で�

は
千
草
川
西
堤
防
線
、
大
野
地
区
で
は
鮎

屋
横
道
線
、
物
部
地
区
で
は
名
古
鼻
線
、

由
良
地
区
で
は
県
道
洲
本
南
淡
線
な
ど
の�

改
良
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
内
町
、
外
町
地
区
で
は
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
散
策
を
楽

し
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
事
業
が

完
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
総
合
文
化

体
育
館
の
整
備
と
調
整
し
な
が
ら
、
洲
本�

今後、整備予定の小路谷千草線（小路谷地区）�

交流や憩いの場となる塩屋一号線�

千 草 川 西 堤 防 線 �
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川
を
中
心
に
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
、
よ
り
歩
き
や
す
く
、
よ

り
楽
し
い
散
策
道
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
道
路
は
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の

実
現
に
不
可
欠
な
社
会
基
盤
施
設
で
す
。

洲
本
市
で
は
、
引
き
続
き
幹
線
道
路
と
生�

活
道
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
道
路
は
人
や
車
が
通
る
だ
け
で
な
く
、

次
の
よ
う
な
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。�

◆
火
事
や
地
震
の
時
の
避
難
路
、
防
火
帯

　
な
ど
の
防
災
機
能
。�

◆
日
照
や
通
風
、
採
光
な
ど
生
活
環
境
上
、

　
必
要
な
空
間
。�

◆
水
道
や
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話

　
な
ど
の
供
給
処
理
施
設
の
た
め
の
収
容

　
空
間
。�

◆
美
し
い
町
並
み
を
つ
く
る
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
や
憩
い
の
場
。�

◆
街
区
の
構
成
、
市
街
地
の
秩
序
あ
る
発

　
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
機
能
。�

道
路
を
正
し
く
使
お
う
！�

　
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
子
ど
も

や
老
人
、
車
い
す
を
利
用
す
る
人
も
あ
り

ま
す
。�

　
道
路
に
お
い
て
あ
る
看
板
や
商
品
、
道

路
に
は
み
出
し
て
吊
り
下
げ
て
い
る
看
板

な
ど
は
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な�

く
、
非
常
に
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
ご
み
・
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
で
道
路
を
汚
し
て
い
ま
せ
ん
か
。�

　
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
正
し
く

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。�

道

路

の

主

な

役

割

�

物 部 曲 田 塩 屋 線 �

加
茂
中
央
線
�

北
谷
山
田
原
線
�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�
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本
市
が
従
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
で
は
、顧
客（
市

民
）
が
製
品
（
行
政
サ
ー
ビ
ス
）
に

対
す
る
要
望
を
把
握
し
、
改
善
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

も
来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
把
握
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
設
置

し
た
意
見
箱
に
も
た
く
さ
ん
の
意
見

・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
�

　
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
の
内
容
に
対

し
て
基
本
的
に
は
、
�

▽
で
き
る
こ
と
は
、
速
や
か
に
行
う

こ
と
�

▽
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
、
で

き
な
い
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
�

▽
市
の
管
轄
外
の
場
合
は
、
そ
の
関

係
機
関
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
�

▽
感
情
的
な
意
見
で
あ
っ
て
も
で
き

る
だ
け
客
観
的
な
考
え
方
で
回
答
を

行
う
こ
と
、
な
ど
を
指
示
し
て
い
ま

す
。
�

　
市
が
回
答
す
る
内
容
は
、
す
べ
て

の
人
が
満
足
・
納
得
で
き
る
も
の
で

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
誰
も
が
税

金
や
保
険
料
な
ど
は
安
い
こ
と
を
望

み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

高
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
例
え

ば
保
険
財
政
の
赤
字
を
解
消
す
る
に

は
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
必
要
で

す
し
、
限
ら
れ
た
予
算
や
人
員
の
中

で
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
を
限
定
す
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。
�

　
私
は
こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
多
種

多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
協
働
関

係
を
築
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
�

　
言
い
か
え
れ
ば
、
行
政
は
限
ら
れ

た
資
源
（
予
算
、
人
員
）
で
行
政
に

し
か
で
き
な
い
分
野
を
充
実
さ
せ
、

そ
の
ほ
か
の
分
野
は
、
民
間
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

委
ね
る
な
ど
「
協
働
」
の
形
で
行
っ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
公
園
や
遊
歩
道
の
管
理
な

ど
は
、
そ
の
地
域
や
使
用
す
る
皆
さ

ん
に
お
任
せ
し
、
行
政
は
、
ご
み
の

回
収
や
修
理
用
の
原
材
料
、
道
具
の

提
供
を
行
う
ほ
か
、
そ
れ
ら
の
団
体

が
共
同
で
使
え
る
情
報
機
器
を
備
え

た
事
務
室
を
無
料
（
も
し
く
は
安
価

）
で
貸
し
出
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
細
か
い
管
理
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
現
状
で
は
、
細

や
か
な
対
応
が
で
き
な
い
問
題
に
は
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
手
法
で
解
決
で

き
な
い
か
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
今
回
、
行
政
の
説
明
責
任
と
し
て
、

意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
回
答

を
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

　
私
た
ち
行
政
を
預
か
る
も
の
が
、

な
か
な
か
気
が
つ
か
な
い
視
点
か
ら

の
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
取
り
入
れ
る

べ
き
と
こ
ろ
は
、
す
ぐ
に
で
も
改
善

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

��意
　
燃
え
な
い
ご
み
袋
の
配
布
数
を
月

一
枚
に
減
ら
し
て
は
？
�

答
　
ご
み
袋
制
度
を
導
入
し
て
か
ら
八

年
目
と
な
り
ま
す
。
配
布
枚
数
と
併
せ

て
、
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
�

　
な
お
、
ご
み
袋
が
余
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
へ
返
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
転
入
者

へ
の
配
布
な
ど
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
整
備
課
）
�

意
　
犬
の
登
録
の
電
話
で
の
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
、
対
応
が
悪
い
。
�

答
　
犬
の
登
録
事
務
や
予
防
注
射
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
に
県
か
ら
市

に
事
務
が
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
に

は
市
内
全
域
で
集
合
予
防
注
射
を
行
い
、

五
月
以
降
は
開
業
獣
医
師
に
予
防
注
射

を
委
託
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
電
話

で
の
対
応
に
つ
い
て
も
適
切
に
対
応
し

ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
整
備
課
）
�

�

意
　
中
央
公
民
館
の
公
園
内
の
遊
具
周

辺
に
は
雑
草
が
多
く
生
え
て
い
る
。
ま

た
、
犬
の
フ
ン
が
多
く
遊
べ
な
い
状
況

な
の
で
整
備
し
て
ほ
し
い
。
�

　
ま
た
、
曲
田
山
付
近
の
散
策
コ
ー
ス

で
の
犬
の
散
歩
も
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
が
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y

さ
ら
に
高
品
質
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
�

�

「
意
見
箱
」に
寄
せ
て
�

さ
ら
に
高
品
質
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
�

�

「
意
見
箱
」に
寄
せ
て
�

←
�

中川啓一市長�

意
…
意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
要
望
な
ど
　
　
答
…
市
か
ら
の
回
答
�

ご
み
袋
・
犬
の
登
録
な
ど
�
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多
い
で
す
。
�

答
　
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の

地
域
か
ら
も
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
の
啓

発
に
務
め
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
整
備
課
）
�

��意
　
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
を
増
員
し
て
く

だ
さ
い
。
�

　
ま
た
、
週
二
回
以
上
の
リ
ハ
ビ
リ
を

希
望
し
ま
す
。
�

答
　
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
の
数
に
つ
い
て

は
、
し
ば
ら
く
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、

合
併
後
は
リ
ハ
ビ
リ
対
象
人
数
を
見
て

検
討
し
ま
す
。
�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室

（
機
能
訓
練
）
は
、
病
院
な
ど
で
の
治

療
的
リ
ハ
ビ
リ
が
終
了
し
た
人
（
介
護

保
険
の
対
象
外
）
の
再
発
予
防
、
身
体

機
能
維
持
、
楽
し
み
の
場
の
提
供
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
関

係
上
、
参
加
者
の
事
故
防
止
や
適
切
な

指
導
の
た
め
に
は
、
週
一
回
以
上
の
参

加
は
無
理
な
状
態
で
す
。
教
室
で
の
指

導
や
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、
自
宅
で
の

リ
ハ
ビ
リ
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
課
）
�

�意
　
三
歳
児
健
診
に
つ
い
て
、
歯
の
磨

き
方
指
導
の
時
、
説
明
を
少
人
数
に
区

切
っ
て
行
う
ほ
う
が
い
い
の
で
は
？
歯

科
医
の
診
察
も
別
室
で
し
て
ほ
し
い
。

長
い
す
に
子
ど
も
を
寝
か
せ
る
時
は
タ

オ
ル
ぐ
ら
い
敷
い
て
ほ
し
か
っ
た
。
受

付
の
人
も
服
装
と
か
で
、
ほ
か
の
人
と

分
か
る
区
別
を
。
ま
た
、
職
員
の
私
語

も
気
に
な
っ
た
。
�

答
　
三
歳
児
健
診
・
歯
科
診
療
は
、
歯

科
医
師
一
人
（
歯
科
医
師
会
）
、
歯
科

衛
生
士
一
人
（
雇
い
上
げ
）
、
事
務
員

一
人
（
雇
い
上
げ
）
、
市
保
健
師
一
人

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

歯
科
診
察
と
歯
科
指
導
を
別
室
で
行
う

の
は
、
健
診
の
流
れ
か
ら
物
理
的
に
困

難
で
す
。
診
察
台
に
長
い
す
を
使
用
す

る
時
は
、
タ
オ
ル
を
敷
き
、
枕
も
使
う

よ
う
改
め
ま
す
。
ま
た
、
事
務
員
に
も

エ
プ
ロ
ン
な
ど
を
着
用
さ
せ
、
一
般
受

診
者
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
私
語
に
つ
い
て
は
、
勤
務

中
の
私
語
を
慎
み
職
務
に
専
念
す
る
よ

う
指
導
し
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
課
）
�

��意
　
車
椅
子
使
用
の
た
め
、
健
康
福
祉

館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
入
口
を
広
く
し
て

ほ
し
い
。
�

答
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
出
入
口
の
広
さ

な
ど
は
、
「
兵
庫
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
な
ど
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

健
康
福
祉
館
は
そ
の
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
す
（
有
効
幅
員
八
〇
　
以
上
）
。

玄
関
入
口
に
知
事
交
付
の
適
合
証
を
表

示
し
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
福
祉
課
）
�

�意
　
車
椅
子
歩
行
の
場
合
、
病
院
や
リ

ハ
ビ
リ
に
通
う
時
に
利
用
で
き
る
車
と

利
用
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

答
　
市
の
移
送
用
車
両
を
使
っ
て
、
医

療
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
へ
送
迎

す
る
事
業
と
し
て
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

介
護
福
祉
課（
☎
２
２
・
９
３
３
３
）へ
。
�

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
外
出
支
援
・
車
椅
子
介
助
等
事
業

も
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
２
６
・
０
０
２
２
）へ
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
福
祉
課
）
�

�意
　
健
康
福
祉
館
内
に
時
計
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。
�

答
　
開
館
当
時
か
ら
、
時
計
は
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
館
者
の
利

便
の
た
め
、
設
置
い
た
し
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
福
祉
課
）
�

�意
　
こ
の
た
び
の
敬
老
会
で
は
、
赤
飯

や
饅
頭
、
お
金
が
も
ら
え
ず
、
せ
ん
べ

い
だ
け
で
寂
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
�

答
　
敬
老
会
の
当
日
は
、
お
菓
子
と
九

十
歳
以
上
の
人
に
は
記
念
品
と
し
て
タ

オ
ル
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

長
寿
祝
い
金
を
お
贈
り
す
る
の
は
、
昨

年
よ
り
市
か
ら
は
、
七
十
七
歳（
喜
寿
）、

八
十
八
歳（
米
寿
）、
九
十
九
歳（
白
寿
）、

県
か
ら
は
、
八
十
六
歳
以
上
の
人
に
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
福
祉
課
）
�

��意
　
保
育
料
を
安
く
し
て
子
育
て
を
し

や
す
く
す
る
な
ど
、
少
子
化
対
策
や
福

祉
に
も
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
�

答
　
保
育
料
は
、
園
児
を
保
護
者
に
代

わ
り
安
全
に
保
育
す
る
た
め
の
費
用
と

し
て
、
国
の
徴
収
基
準
に
基
づ
い
て
決

め
て
い
ま
す
。
�

　
福
祉
や
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
子

育
て
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、

児
童
手
当
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
、

保
育
料
の
軽
減
、
教
育
費
の
支
援
な
ど

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
、
保
健
・
医
療
、
情
報
・
相
談
体

制
の
充
実
、
障
害
児
や
一
人
親
家
庭
へ

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）
�

�意
　
学
童
保
育
を
洲
本
第
三
小
学
校
付

近
で
行
っ
て
ほ
し
い
。
�

答
　
保
育
場
所
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

は
、
少
し
不
便
と
は
思
い
ま
す
が
、
児

童
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
児
童
厚
生
員
が
遊
び

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）
�

�

��意
　
国
保
税
の
納
付
月
が
十
二
月
、
一

月
と
続
く
の
で
、
二
月
に
変
更
し
て
ほ

し
い
。
�

答
　
税
金
や
公
共
料
金
の
納
付
月
は
、

市
民
負
担
が
一
時
的
に
偏
ら
な
い
よ
う

総
合
的
に
調
整
し
て
い
ま
す
。
二
月
は
、

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
の
納
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
国
保
税

の
納
期
を
変
更
す
る
に
は
、
市
税
す
べ

て
の
納
期
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、

現
時
点
で
は
困
難
で
す
。
�

　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
・
税
務
課
）
�

��意
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
、
明
石
や
徳
島
の
番

組
放
送
は
不
必
要
で
は
。
�

答
　
こ
の
放
送
は
、
か
け
は
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
、
各
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
で
制

作
・
放
送
し
て
い
る
番
組
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
淡
路
島
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
制
作
の
番
組
も
他
局
で
放
送
さ
れ
、

洲
本
市
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
課
）
�

�意
　
「
広
報
す
も
と
」
で
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
（
昆
虫
な
ど
の
紹
介
）
と
、
ち

ょ
っ
と
一
品
（
料
理
）
の
掲
載
を
別
ペ

ー
ジ
に
し
て
ほ
し
い
。
�

答
　
今
後
、
別
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
よ
�

�

セ
ン�

チ�

←
�

←
�

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
敬
老
会
な
ど
�

保
　
育
　
料
　
な
ど
�

国

保

税

の

納

付

月

�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
広
報
す
も
と
な
ど
�

リ
ハ
ビ
リ
・
三
歳
児
健
診
な
ど
�
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う
努
め
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
課
）
�

�意
　
安
乎
小
学
校
付
近
の
道
が
暗
い
の

で
、
外
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
�

答
　
外
灯
（
防
犯
灯
）
は
市
が
設
置
せ

ず
、
地
元
の
町
内
会
が
独
自
で
設
置
し
、

維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

市
は
そ
の
電
気
代
の
半
額
程
度
を
町
内

会
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
課
）
�

�意
　
南
淡
町
で
は
、
ご
み
の
収
集
が
細

か
く
別
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
折

り
込
み
で
広
報
紙
と
一
緒
に
カ
レ
ン
ダ

ー
が
配
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
、
ご
み
収
集
日
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
便
利
で

す
。
ま
た
、
議
会
開
催
数
日
前
に
「
質

問
議
員
や
内
容
」
の
チ
ラ
シ
が
配
達
さ

れ
ま
す
。
�

答
　
ご
み
の
分
別
収
集
方
法
は
市
町
に

よ
り
違
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
可
燃

（
週
二
回
）、
不
燃
（
週
一
回
）、
粗
大

（
年
二
回
）、
資
源
（
月
一
回
）の
四
分

別
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
缶

類
、
ビ
ン
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類
の
資

源
ご
み
は
、
毎
月
第
四
木
曜
日
に
市
内

十
三
か
所
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー「
み
つ
あ
い
館
」

で
は
、
前
記
の
ほ
か
、
新
聞
、
雑
誌
、

古
布
を
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
き
、
毎
日
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
�

　「
ご
み
の
分
け
方
と
出
し
方
」や
大
掃

除
な
ど
の
チ
ラ
シ
な
ど
は
、
そ
の
つ
ど
、

広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
�

　
広
報
紙
の
配
布
方
法
は
、
洲
本
市
で

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
促
進

と
い
う
観
点
で
、
各
町
内
会
長
か
ら
各

世
帯
へ
の
配
布
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
予

算
的
な
こ
と
も
あ
り
、
広
報
紙
の
レ
イ

ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
と
も
併
せ
て
検
討

し
ま
す
。
�

　
市
議
会
に
お
け
る
議
員
の
質
問
内
容

の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
検

討
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
南
淡
町
で

は
、
質
問
受
付
締
め
切
り
か
ら
チ
ラ
シ

発
行
ま
で
の
期
間
が
一
〜
二
週
間
と
長

い
上
、
質
問
者
も
少
人
数
と
聞
い
て
い

ま
す
。
反
面
、
本
市
で
は
議
案
に
対
す

る
質
疑
と
一
般
質
問
を
合
わ
せ
て
行
っ

て
お
り
、
質
問
者
も
多
く
、
締
め
切
り

日
も
短
い
た
め
、
チ
ラ
シ
の
発
行
は
困

難
な
状
況
で
す
。
�

（
環
境
整
備
課
・
情
報
課
・
議
会
事
務
局
）
�

��意
　
市
役
所
の
職
員
数
が
多
い
の
で
は
。
�

答
　
職
員
数
は
、
条
例
の
定
め
る
範
囲

内
で
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
条

例
定
数
四
百
三
十
三
人
に
対
し
て
、
昨

年
度
は
三
百
九
十
九
人
、
本
年
度
は
三

百
九
十
三
人
と
可
能
な
限
り
の
削
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
品
質
や
業
務
量
と
の
関
係
も
あ
り
、

一
概
に
削
減
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
�

　
し
か
し
、
常
に
行
政
改
革
の
意
識
に

立
ち
、
適
正
な
人
員
の
も
と
で
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
心
が
け
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）
�

�意
　
職
員
の
市
民
に
対
す
る
態
度
の
改

善
が
必
要
。
�

答
　
市
民
に
対
し
て
の
接
遇
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
職
員
研
修
の
一
環
と
捉
え

て
い
ま
す
。
特
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
導
入
後
は
、

「
顧
客
満
足
度
の
向
上
」
を
目
標
に
接

遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
職
員
に
配
布
、
研

修
を
行
い
な
が
ら
そ
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）
�

�意
　
費
用
も
考
え
て
、
制
服
の
着
用
を

義
務
付
け
て
く
だ
さ
い
。
�

答
　
公
費
で
購
入
し
た
制
服
や
名
札
を

着
用
す
る
こ
と
は
基
本
で
す
。
市
の
規

則
な
ど
で
も
着
用
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
各
所
属
長
か
ら
指
導
し

て
い
き
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）
�

�意
　
お
昼
休
み
に
も
、
業
務
を
し
て
く

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
�

答
　
市
民
課
で
の
住
民
票
や
印
鑑
証
明

の
発
行
、
税
務
課
で
の
納
税
証
明
や
所

得
証
明
の
発
行
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
一
番
身
近
な
部
署
で
、
来
庁
目
的
の

多
い
業
務
で
は
、
昼
休
み
当
番
制
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ

か
の
業
務
で
も
、
来
庁
が
予
想
さ
れ
る

時
期
に
は
、
臨
時
的
に
昼
休
み
も
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
今
回
の
意
見
記
入
者
の
来
庁
目
的
は

不
明
で
す
が
、
事
前
に
担
当
部
署
へ
電

話
な
ど
で
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、

お
待
ち
す
る
な
ど
の
対
応
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）
�

�意
　
昨
今
、
タ
バ
コ
の
害
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
市
役
所
も
健
康
福
祉
館
同
様
、

禁
煙
に
す
る
よ
う
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
�

答
　
庁
舎
内
の
喫
煙
問
題
に
つ
て
は
、

重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
喫
煙
者
の
来
庁
も
考
慮
に
入

れ
、
禁
煙
か
分
煙
か
を
含
め
て
総
合
的

に
検
討
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
�

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
来
年
四
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
「
健
康
増
進
法
」

の
主
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）
�

��意
　
洲
本
税
務
署
前
の
足
湯
の
湯
の
温

度
が
ぬ
る
く
な
っ
て
い
ま
す
。
�

答
　
足
湯
を
管
理
し
て
い
る
洲
本
温
泉

事
業
協
同
組
合
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

近
く
修
理
す
る
と
の
回
答
で
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）
�

��意
　
祝
日
も
開
館
す
る
な
ど
、
図
書
館

の
開
館
日
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
�

答
　
開
館
日
に
つ
い
て
は
、
県
下
各
市

の
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て
教
育
委
員

会
が
決
め
た
も
の
で
す
。
図
書
館
の
あ

る
新
都
心
地
区
で
は
、
現
在
、（
仮
称
）

市
総
合
文
化
体
育
館
の
建
設
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
図
書
館
の
祝
日
の
開
館

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
と
の
連

携
を
考
慮
し
、
将
来
的
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
�

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
�

�意
　
公
民
館
・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

「
プ
チ
ト
マ
ト
」
に
つ
い
て
、
年
齢
別

の
少
人
数
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
指

導
側
に
も
数
多
く
の
見
直
し
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
�

答
　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育

所
や
幼
稚
園
と
は
違
い
、
異
な
る
年
齢

層
で
の
遊
び
を
通
し
て
、
保
護
者
の
子

育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
指
導
方
法

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
、
方
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
�

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
�

�意
　
市
民
球
場
前
の
歩
道
に
設
置
さ
れ

て
い
る
外
灯
に
つ
い
て
、
球
切
れ
の
時
�

の
対
応
が
遅
い
。
管
理
を
し
っ
か
り
と
。
�

←
�

←
�

市

の

職

員

数

な
ど
�

足
　
　
　
　
湯
�

図
書
館
・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
�



9

答
　
早
急
な
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め
、

連
絡
業
務
日
誌
に
報
告
欄
を
設
け
る
な

ど
、
確
実
に
交
代
者
に
引
継
ぎ
や
処
理

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
は
、
施
設
の
安
全
に
か
か
る
こ
と

は
、
た
だ
ち
に
対
処
し
ま
す
。
�

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
�

�意
　
中
央
公
民
館
の
公
園
の
鉄
棒
、
ブ

ラ
ン
コ
周
辺
に
草
が
生
え
て
い
る
。
�

答
　
担
当
課
で
、
十
月
五
日
に
周
辺
の

草
刈
を
し
ま
し
た
。
中
央
公
民
館
周
辺

の
草
刈
り
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
施
設
職
員
が
十

分
気
を
つ
け
て
、
定
期
的
に
草
刈
り
を

し
ま
す
。（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
�

�意
　
小
中
学
校
で
配
布
し
て
い
る
「
図

書
だ
よ
り
」
の
、
配
布
・
発
刊
日
を
変

更
し
て
ほ
し
い
（
イ
ベ
ン
ト
や
休
館
日

を
月
初
め
に
知
り
た
い
）
。
�

答
　
ご
指
摘
を
ふ
ま
え
、
市
小
学
校
図

書
館
教
育
担
当
者
会
の
代
表
者
と
協
議

し
、
「
図
書
だ
よ
り
」
に
は
月
の
中
旬

か
ら
翌
月
の
中
旬
ま
で
の
開
催
行
事
を

記
載
し
ま
す
。
休
館
日
に
つ
い
て
は
、

当
月
の
中
旬
か
ら
翌
月
の
中
旬
ま
で
を

お
知
ら
せ
す
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。
　
�

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
�

��意
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
　
旧
津
名

郡
が
一
市
と
な
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
洲
本
市
も
メ
ン
ツ
を
捨
て
て
、
津

名
町
、
東
浦
方
面
の
意
見
を
取
り
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
�

答
　（「
旧
津
名
郡
」が「
現
在
の
津
名
郡

六
町
」
と
し
て
回
答
）
津
名
郡
が
一
市

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
事

者
間
で
協
議
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
市

は
関
与
す
べ
き
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
ま
た
、
本
市
が
当
事
者
と
な
る
も
の

で
あ
れ
ば
「
津
名
町
、
東
浦
方
面
」
の

意
見
に
真
剣
に
対
応
い
た
し
ま
す
が
、

お
申
し
出
の
よ
う
な
主
旨
で
合
併
を
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）
�

�意
　
由
良
三
丁
目
の
バ
ス
停
留
所
を
、

以
前
の
汽
船
場
の
前
あ
た
り
に
し
て
ほ

し
い
。
�

答
　
現
在
の
三
丁
目
（
下
り
方
面
）
の

バ
ス
停
は
、
由
良
湾
岸
道
路
が
で
き
た

時
、
バ
ス
路
線
を
変
更
し
て
公
有
地
に

淡
路
交
通
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。
新

し
い
バ
ス
停
の
設
置
に
は
乗
降
時
の
安

安
全
確
保
な
ど
の
た
め
、
停
車
帯
を
設

け
る
な
ど
、
警
察
や
公
安
委
員
会
の
許

認
可
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
上
り
方

面
の
バ
ス
停
付
近
（
湾
岸
道
路
海
側
）

で
は
停
車
帯
を
確
保
す
る
公
有
地
が
な

い
た
め
、
現
在
の
位
置
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
今
の
と
こ

ろ
適
切
な
対
処
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
（
企
画
課
）
�

��意
　
曲
田
山
公
園
の
清
掃
時
、
植
木
へ

の
水
の
や
り
方
が
い
い
加
減
で
す
（
同

じ
所
に
長
時
間
、
放
水
し
て
い
る
）
。
�

答
　
管
理
課
職
員
が
巡
回
し
、
水
不
足

の
お
り
灌
水
作
業
は
で
き
る
だ
け
控
え

る
よ
う
、
指
示
し
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
管
理
課
）
�

�意
　
老
朽
化
し
て
い
る
歩
道
は
、
す
ぐ

修
理
し
、
誰
も
が
通
行
し
や
す
い
歩
道

に
し
て
ほ
し
い
（
特
に
下
屋
敷
や
塩
屋

筋
の
歩
道
が
傷
ん
で
い
る
）。
�

答
　
市
道
塩
屋
筋
線
歩
道
に
つ
い
て
は
、

レ
ン
ガ
舗
装
の
目
地
が
損
傷
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
建
設
課
で
補
修
し
ま
す
。

歩
道
に
は
み
出
し
て
い
る
植
木
や
看
板
、

足
ふ
き
マ
ッ
ト
、
ま
た
、
歩
道
で
商
売

を
し
て
い
る
商
店
に
つ
い
て
は
、
通
行

に
支
障
の
な
い
よ
う
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
、
商
店
組
合
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

市
道
塩
屋
筋
線
〜
ジ
ャ
ス
コ
ま
で
は
、

県
道
で
す
の
で
市
か
ら
、
管
理
者
の
県

土
木
事
務
所
に
連
絡
し
、
点
検
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
（
管
理
課
・
建
設
課
）
�

�意
　
下
加
茂
橋
の
た
も
と
に
植
え
て
い

る
山
藤
が
十
　
ほ
ど
も
伸
び
、
安
全
性

が
悪
い
の
で
は
。
ま
た
、
美
観
も
損
ね

て
い
ま
す
。
�

答
　
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
県
道
区

域
に
な
る
た
め
、
県
土
木
事
務
所
へ
連

絡
し
、
延
び
過
ぎ
た
箇
所
は
刈
り
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
管
理
課
）
�

��意
　
エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
ま
つ
り
に
今
年

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
野
菜
や
果
物
、

貝
、
魚
な
ど
安
く
新
鮮
で
た
く
さ
ん
買

い
物
を
し
ま
し
た
。
海
鮮
汁
も
お
い
し

く
お
か
わ
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
魚
や

貝
が
日
に
当
た
り
変
色
す
る
な
ど
管
理

方
法
や
衛
生
面
で
気
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
が
遅
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
よ
い
企
画
だ
と
思

う
の
に
参
加
者
も
少
な
く
残
念
で
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
出
す
な
ど
、
も
っ
と

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
は
。
�

答
　
新
鮮
な
販
売
物
な
ど
に
つ
い
て
は

日
陰
を
作
る
な
ど
衛
生
面
で
最
大
限
の

注
意
を
し
て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
時

間
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
明
記
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。
�

　
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
当
日
、
市
内

で
連
合
運
動
会
や
野
球
大
会
な
ど
の
催

し
が
多
か
っ
た
た
め
少
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
と
重
な
ら
な
い
よ
う
日
程
調
整
し
ま

す
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
予

算
な
ど
の
面
か
ら
考
え
て
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
政
課
）
�

メ
ー�

ト
ル�

←
�

歩
　
道
　
修
　
理
　
な
ど
�

エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
ま
つ
り
�

合
併
・
由
良
三
丁
目
バ
ス
停
�

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支

援
を
必
要
と
す
る
人
に
温
か
い
贈

り
も
の
ご
で
き
る
よ
う
「
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
」
を
十
一
月
中
旬

か
ら
行
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
こ
の
運
動
は
、
市
と
社
会
福
祉

協
議
会
が
、
市
連
合
婦
人
会
や
町

内
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
�

　
昨
年
度
は
、
約
二
百
九
十
六
万

円
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
、

福
祉
施
設
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
配
分
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

歳
末
�

た
す
け
あ
い
運
動
に
�

　
　
　
　
ご
協
力
を
�



１０�

広
報
5
0
0
号
記
念�
広
報
5
0
0
号
記
念�

　
「
広
報
す
も
と
」
が
本
年
八

月
号
で
発
行
以
来
五
百
号
と
な

り
、
記
念
の
展
示
会
「
５
０
０

の
思
い
出
の
中
か
ら
」
を
十
月

二
十
八
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま

で
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ
ア
内
の

洲
本
市
民
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

行
い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
き
た
広

報
紙
す
べ
て
を
フ
ァ
イ
ル
に
綴

じ
て
展
示
し
た
ほ
か
、
表
紙
や

阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
の
特
集

記
事
を
拡
大
パ
ネ
ル
に
し
て
展

示
し
ま
し
た
。�

　
な
お
現
在
パ
ネ
ル
は
、
図
書

館
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

ミ
ッ
フ
ィ
ー
と�

　
　
楽
し
く
ふ
れ
あ
い�

　
市
民
会
館
自
主

事
業
「
ミ
ッ
フ
ィ

ー
こ
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
が
十
月

二
十
六
日
、
洲
本

市
民
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
は
、
た

く
さ
ん
の
親
子
づ

れ
ら
が
訪
れ
、
ミ

ッ
フ
ィ
ー
や
そ
の

お
友
達
と
と
も
に

楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。�

環
境
問
題
に
つ
い
て
対
談�

　
こ
の
た
び
、
洲
本
市
の
環
境�

問
題
や
こ
れ
か
ら
の
対
策
な
ど�

に
つ
い
て
、
環
境
省
環
境
カ
ウ�

ン
セ
ラ
ー
で
、
ま
た
今
年
、
県�

か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推�

進
員
に
委
嘱
を
受
け
て
い
る
岡�

田
清
隆
さ
ん
と
中
川
啓
一
市
長

が
対
談
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、
十
一

月
十
一
日
〜
十
七
日
ま
で
放
送

さ
れ
ま
し
た
。�

◇台所の蛇口はこまめに開閉�

◇洗車や打ち水は控えめに�

◇洗濯はふろの残り水で�

��
��
��
��ピンチが続いていますピンチが続いています�

�洲本の水がめ洲本の水がめ�

�

ピンチが続いています�

�洲本の水がめ�

�すぐにできる家庭での節水�

図書館で楽しくふれあい�

　　　図書館市民まつり開催�
　恒例となった図書館市民まつりが、１０月２６日、２７日に行われま�

した。おはなし会やスタンプラリー、鼓笛演奏など多彩な催しが行われ、�

大勢の人で賑わいました。�
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67洲本市立加茂小学校�

洲本市立洲浜中学校�

　加茂小学校では、平成１３年度と平成１４年度の２年度
にわたって、校舎の本館と体育館の耐震補強大規模改造工
事を行いました。工事が完了した二学期からは、このすば
らしい教育環境のなかで、子どもたちは、のびのびと学校
生活を送っています。�
　また、新しいコンピュータの導入や校内ＬＡＮシステム
が整備されたので、子どもたちの「情報活用能力の育成」
にも力を入れています。�

「総合的な学習の時間」では、「地域学習を通して、社会に役立つ人間になろう」ということで、福祉・環境・地域学

習・情報など課題意識をもち、課題解決方法を探る学習をしています。この時間には、地域の人に講師になっていただ

く「若鷹講座」もあります。写真や感想文で各学年の活動を紹介いたします。�

整備された教育環境のなかで�

情報活用能力を育成�
�

修学旅行を壁新聞�
にまとめる。�

環境省環境カウンセラ－の岡田清隆さんから地球温暖化の話を聞く�

【2学年】�

【3学年】�

【１学年】�
木山薫さんの点字に続

き兵庫県盲導犬協会の

田上貴久美さんなど三

人から盲導犬の話を聞

く。�

若鷹講座　「盲導犬を知る」　　　　　 地　理斗�
　今日来てくれた盲導犬をふくめ、盲導犬がこれほど賢いとは
思わなかった。舞台から、落ちそうになるところでも、しっか
りと足の前に首を寄せ、道をさえぎっていた。目の不自由な人
にとって、盲導犬がどれほど必要なものかとてもよく理解でき
た。また白杖を持っている人が困っているときの接し方や案内
の仕方などもよく分かった。もし、困っていたら目の不自由な
人の気持ちになって、支えてあげられたらいいのになと思った。�

若鷹講座　「今、地球が危ない」　　　　　　里深　優�
　岡田先生の話を聞いて、僕は今の地球がどのような状態になっ
ているのかについて、たくさんのことが分かりました。例えば温
暖化がもたらす被害のことや温暖化防止対策のことなどです。リ
サイクルについても色々学びました。雨水は下水道に直接流れな
いようにし、トイレの水などに使っている学校もあるそうです。
僕も身近なことがらから色々直そうと思いました。まず、ペット
ボトルを集めてリサイクルセンターへ持って行こうと思います。�

   若鷹講座　「壁新聞」　　　　　坂本　夏望        �
　修学旅行の壁新聞をつくる時、私たちは色々なアイデアを出し合
いました。しかし、みんなの意見がまとまらず、なかなか下書きが
できませんでした。楽しいできごとを思い出しながら、レタリング
や、さし絵なども工夫しましたが、どうしても記事が足りません。
そこで私たちは写真を貼り付けることにしました。すると、どこの
班の新聞も色鮮やかに仕上がりました。一目見ただけでどれだけ修
学旅行が楽しかったか、誰が見ても分かる作品になったと思います。�



１２�

写真�ニュース�

　赤い羽根共同募金への参加呼びかけと社

協の輪を広げることを目的とした社協のつ

どいが、１０月６日山手の洲本市総合福祉

会館で開かれ、フリーマーケットや作業所

の模擬店などに多くの人がにぎわいました。�

　「淡路島フェスティバルーエンデ・
ワールド２００２」が、１０月１２、
１３日と１９、２０日に市民工房や図
書館周辺で開催されました。廃食油を
精製した燃料で車を動かす実演や、フ
リーマーケット、吹奏楽や淡路人形浄
瑠璃などの催し、淡路を考えるセミナ
ーなどが行われました。�

　ジュニアオリンピック陸上競技
大会に、由良中学校１年の伊奈翔
平くんが砲丸投げで出場し、決勝
記録１４　１１　で８位入賞を果
たしました。（写真は１０月１８
日に市役所で行われた激励会）�

　第５５回洲本市美術展が、１０月３１

日から１１月４日まで洲本市民会館で

行われました。写真や絵画などの観賞

に訪れた人たちは、全島から出品され

た芸術家の作品を堪能していました。�

　
「
コ
モ
ー
ド
・
エ
コ
・
フ
ェ
ス
タ
」
が
１１
月
２
日
、
コ
モ
ー
ド
5
6
商
店
街

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
商
店
街
を
環
境
保
護
問
題
の
活
動
拠
点
に
と
企
画
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
家
庭
や
企
業
の
不
用
品
を
販
売
す
る
エ
コ
・
バ
ザ
ー
ル
や
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
学
校
に
文
房
具
の
寄
付
を
行
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
エ
イ
ド

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

地域福祉はみんなの手で�
　　 社協のつどい�

環境立島「公園島淡路」を目指して�
エンデ・ワールド2002開催�

Jr.オリンピックで�
伊奈くん（由良中）入賞�

市民の力作を展示�
　　　 洲本市美術展�

自
然
に
や
さ
し
い
商
店
街
を
め
ざ
し
て
！�

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
総
会
が
、
１０
月
１７
日
法
務
省
大
会
議
室

で
行
わ
れ
、
川
添
義
己
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
や
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

川
添
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞�

メー�
トル�

セン�
チ�



１３�

エトワール生石で秋の星空見学会・オータムイベント�

神田巡査部長が�
洲本市民の警察官賞を受賞�

体当たり　子直し　親直し�

第６回合併協議会が開催されました�

家族で挑戦！�
レク・スポーツ　フェスティバル�

　エトワール生石・秋の星空見学体験が１０月４日から１１月８日までの毎週金曜日に開

催されました。今年で２回目となり、夕食後星の講義が行われ、秋の星座を天体望遠鏡で

観測しました。また、１０月１２日のエトワール生石オータムイベントでは、好天の中親

子づれがスタンプラリーや海産物の出店を楽しみました。�

　第６回洲本市・津名町・五色町・一宮町合併協議会

が、洲本総合福祉会館で１０月２４日に開催されまし

た。今回は姉妹都市提携や電算システム事業について

の協議事項が確認され、新たに防災や福祉制度につい

ての提案が行われました。�

　
萩
原
正
純
さ
ん
が
、
１０
月
１９
日
か
ら
２２
日
ま
で
福
島
県
で
行
わ
れ
た

「
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
」
で
２５
　
、
５０
　
背
泳
ぎ
、

１００
　
混
合
リ
レ
ー
の
３
種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
萩
原
さ
ん

は
、
昨
年
脳
こ
う
そ
く
で
倒
れ
右
半
身
が
麻
痺
し
、
今
回
は
リ
ハ
ビ
リ
と

共
に
水
泳
を
続
け
み
ご
と
復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　暴力団追放洲本市民大会が１０月８日総合

福祉会館で開かれ、洲本市民の警察官賞を神

田勉巡査部長が受賞し、表彰式が行われまし

た。表彰式に引き続き、「暴力団員のいない

明るい住みよい洲本市の実現をめざして」を

スローガンに大会が行われました。�

　「レク・スポーツ　フェスティバルすもと

２００２」がスポーツセンターなどで１０月

６日行われ、グラウンド・ゴルフやソフトバ

レーボール、プレイ・オブ・チルドレンなど

に多くの家族づれなどが参加し、レクリエー

ション・スポーツを楽しみました。�

　青少年健全育成県大会が、１０月
３１日、市内のホテルで開催され、
分科会の後、伊藤幸弘さんの「体当
たり子直し親直し」と題された講演
に、２００人を超える青少年補導委
員たちは熱心に耳を傾けていました。�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

半
身
マ
ヒ
を
克
服
　�

　
　
萩
原
さ
ん
が
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
三
冠�

★★★★★
★



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
い
び
き
の
治
療
が
歯
科
で
良

く
な
る
事
を
御
存
知
で
す
か
。

多
分
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
い

び
き
は
①
不
快
な
大
き
な
音
の

た
め
周
囲
の
人
が
寝
ら
れ
な
い

②
気
力
、
意
欲
、
能
力
が
低
下

す
る
③
日
中
、
突
然
眠
気
が
襲

っ
て
き
て
仕
事
に
さ
し
つ
か
え

る
④
循
環
器
障
害
、
心
臓
疾
患
、

脳
疾
患
な
ど
重
大
な
病
気
に
な

り
や
す
い
な
ど
日
常
生
活
に
大

き
な
弊
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

次
に
い
び
き
を
か
き
や
す
い
人

は
①
肥
満
の
人
②
首
が
太
く
て

短
い
人
③
扁
桃
腺
が
肥
大
し
て

い
る
人
④
口
蓋
垂
の
長
い
人
⑤

蓄
膿
症
な
ど
鼻
呼
吸
が
出
来
な

い
鼻
症
患
の
あ
る
人
、
な
ど
の

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

い
び
き
は
種
々
の
弊
害
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
本
人
に
は
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
無
い
事
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
家
族
の
人
の

協
力
で
「
あ
な
た
の
い
び
き
が

異
常
で
す
よ
」
と
注
意
を
う
な

が
し
て
や
る
事
が
大
切
で
す
。

い
び
き
の
治
療
が
歯
科
だ
け
で

全
て
の
症
例
が
良
く
な
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
耳
鼻
咽
頭
科

や
呼
吸
器
内
科
の
お
世
話
に
な

ら
な
い
と
治
ら
な
い
重
症
の
症

例
も
あ
り
ま
す
が
、
手
軽
で
、

安
価
で
、
安
全
な
治
療
法
と
し

て
は
歯
科
医
院
で
上
下
の
歯
型

を
取
り
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
選
手

が
は
め
て
い
る
様
な
マ
ウ
ス
ピ

ー
ス
を
上
下
顎
同
時
に
作
り
、

そ
れ
を
接
着
し
て
、
上
下
固
定

さ
れ
た
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
就
寝

時
に
口
の
中
に
入
れ
る
だ
け
で

上
下
の
顎
が
固
定
さ
れ
、
口
が

開
く
事
な
く
、
鼻
呼
吸
出
来
る

た
め
気
道
が
確
保
さ
れ
、
気
道

が
狭
く
な
っ
て
出
来
る
睡
眠
時

呼
吸
障
害
が
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
こ
の
装
置
を
使
用
で
き
る

の
は
鼻
呼
吸
が
で
き
、
上
下
十

八
か
ら
二
十
本
以
上
の
歯
が
残

っ
て
い
る
人
が
適
応
症
で
す
。

製
作
も
一
回
位
で
出
来
ま
す
し
、

携
帯
に
も
便
利
で
す
。
�

　
い
び
き
で
お
悩
み
の
人
は
色

々
の
治
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、

手
軽
で
、
安
全
で
、
有
効
な
マ

ウ
ス
ピ
ー
ス
治
療
を
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
こ
の

装
置
は
歯
ぎ
し
り
防
止
に
も
使

用
出
来
ま
す
。
�

�����◆
種
　
目
　
自
衛
隊
生
徒
�

◆
身
　
分
　
特
別
職
国
家
公
務

　
員
�

◆
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
（
見

　
込
含
）
十
七
歳
未
満
の
男
子

◆
待
　
遇
　
修
学
年
限
四
年
、

　
三
年
修
了
時
に
高
卒
資
格
を

　
取
得
、
卒
業
時
三
等
陸
・
海

　
・
空
曹
に
昇
任
�

◆
締
切
り
　
平
成
十
五
年
一
月

　
七
日
（火）
ま
で
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
５
）
か
自
衛
隊
淡
路

募
集
事
務
所
（
☎
２
４
・
２
４

４
９
）
へ
。
�

��◆
年
賀
状
講
座
（
書
と
篆
刻
）
�

▽
と
き
　
十
二
月
四
日
（水）
、
十

　
一
日
（水）
▽
費
用
　
材
料
費
千

　
円
程
度
▽
定
員
　
十
人
�

◆
ク
リ
ス
マ
ス
彫
金
講
座
（
ペ
�

　
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
と
チ
ェ
ー

　
ン
の
セ
ッ
ト
）
�

▽
と
き
　
十
二
月
二
日
（月）
、
九

　
日
（月）
▽
費
用
　
材
料
費
三
千

　
五
百
円
▽
定
員
　
十
人
�

▼
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
十
一
�

月
三
十
日
（土）
ま
で
に
同
工
房

（
☎
２
２
・
３
３
２
２
）
へ
。
�

������◆
と
　
き
　
十
二
月
五
日
（木）
　

　
受
付
午
後
二
時
半
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
健
康
福
祉
事

　
務
所（
洲
本
保
健
所
）会
議
室
�

◆
対
　
象
　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

　
炎
の
乳
幼
児
の
保
護
者
�

◆
講
　
師
　
小
児
科
医
師
�

◆
申
込
締
切
り
　
十
一
月
二
十

　
五
日
（月）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
所
保
健
指
導
課
（
☎
２
６
・

２
０
６
４
）
へ
。
�

���◆
と
　
き
　
十
二
月
三
日
（火）
、

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三

　
〇
一
会
議
室
（
三
階
）
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
☎
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。
�

堀江歯科医院�

堀 江 照 章 歯科医師�

「
い
び
き
」
に
つ
い
て
�

自
　
　
衛
　
　
官
�

ア
ト
ピ
ー
教
室
と
�

　
　
ア
ト
ピ
ー
相
談
�

�

特
設
人
権
相
談
�

募

集
�

相
　
談�

こ
う
が
い
す
い
�

市
民
工
房
講
座
受
講
生
�



１５�

�����　
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に

入
所
さ
れ
る
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人
は
、
食
費
の
一
部
負
担

額
が
七
百
八
十
円（
一
日
）の
と

こ
ろ
を
申
請
に
よ
り
減
額
さ
れ

ま
す
。
�

◆
▽
平
成
十
四
年
度
の
市
民
税

　
が
非
課
税
世
帯
の
人
…
五
百

　
円
（
一
日
）
　
▽
平
成
十
四

　
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世

　
帯
で
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給

　
し
て
い
る
人
か
、
生
活
保
護

　
を
受
け
て
い
る
人
…
三
百
円

　
（
一
日
）
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
印

　
鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎
２
２
・
９
３
３
３
内
線

５
０
５
）
へ
。
�

��　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
多
数
の
人

的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
�

　
市
で
は
、
防
災
意
識
の
向
上

や
、
今
後
の
地
震
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
、
市
が
派
遣
す

る
「
住
宅
耐
震
診
断
員
」
が
住

宅
の
地
震
に
対
す
る
強
度
な
ど

を
調
べ
る
「
わ
が
家
の
耐
震
診

断
推
進
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。
�

◆
費
　
　
用
　
無
料
�

◆
対
象
住
宅
　
昭
和
五
十
六
年

　
五
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住

　
宅
（
店
舗
併
用
な
ど
の
住
宅

　
は
、
延
べ
面
積
の
過
半
数
が

　
住
宅
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場

　
合
に
限
り
ま
す
）
。
建
築
確

　
認
通
知
書
や
建
築
図
面
が
あ

　
れ
ば
、
診
断
が
ス
ム
ー
ズ
に

　
行
え
ま
す
。
�

　
　
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
や

　
丸
太
組
工
法
に
よ
る
住
宅
は

　
対
象
外
で
す
。
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
６
３
、
２
３
５
）
へ
。
�

��◆
と
　
き
　
平
成
十
五
年
一
月

　
十
二
日
（日）
�

◆
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ふ
れ
あ
�

　
い
ホ
ー
ル
�

◆
対
象
者
　
昭
和
五
十
七
年
四

　
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年

　
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
�

※
洲
本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

　
て
い
る
人
に
は
十
二
月
中
旬

　
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
本
市
出
身
者
で
就
職
、

　
進
学
な
ど
で
現
在
洲
本
市
に

　
住
民
登
録
が
な
い
人
で
、
参

　
加
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
☎
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
へ
。
�

わが家の　ホ ー プ�

中村裕樹くん�

　　永遠くん�

（平成9年5月20日生まれ）�

（平成10年7月1日生まれ）�

と　　わ�

人権啓発のポスター展示、作文、標語の�
文集を配布します。�

お
知
ら
せ�

介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ
る
�

人
の
食
費
の
減
額
申
請
に
つ
い
て
�

耐
震
診
断
で
わ
が
家
の
�

　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
を
�

平
成
十
五
年
�

　
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
�

やさしくたくましい男の子になってね。�
　　　　　　　　　　母：たまきさん（上物部）�

　詳しくは、洲本健康福祉館内福祉課（☎２２・�
３３３２ 内線５１０へ。�

所在地及び電話番号�定員�保 育 所 名 �

　市内の各保育所では、来年４月から入所を希望

する園児の「入所申込書」の受け付けを行います。�

　保育所への入所は、母親など保護者が働いてい

たり、出産、病人の看護などで常時、家庭で保育

できない子供が対象です。�

◆手続き　申込書に必要事項を書いて、事業主の
　就労証明書、民生児童委員の証明書、源泉徴収

　票、確定申告の写しなどを添付して、入所希望

　の保育所へ提出してください。申込書は、各保

　育所や市福祉課にあります。�

☎２２・０８６３�

☎２８・０１２０�

☎２８・０１７３�

☎２７・０５３０�

☎２７・００７９�

☎２２・０８９７�

☎２２・６６００�

☎２４・４７５０�

栄町三丁目３-１０�

中川原町中川原９７０�

安乎町北谷１１７７-１�

由良町由良２３５３�

由良二丁目５-２４�

本町七丁目４-２５�

千草己２５�

大野７４０-１�

９０�

６０�

８０�

６０�

１２０�

１１５�

９０�

６０�

市立洲本保育所�

　　中川原保育所�

　　安乎保育所�

　　由良南保育所�

　　由良保育所�

私立洲本保育園�

　　千草保育所�

　　大野保育所�

▼
�

受付  11月26日（火）～11月30日（土）�

保育園児募集�保育園児募集�

詳しくは、市教育委員会人権教育推進室（☎２２・３３２１内線３７８、３７９）へ。�

◆内　容�
　・第１部　小・中学生の意見発表�
　・第２部　人権を考える講演会�
　　　講師　タレント　レツゴー正児　さん�
　　　演題　『人がいて　ぬくもりがあって　人がいて』�

◆と　き　１２月１５日（日）　午後１時～�

◆ところ　淡路勤労センター�

▼
�

洲本市人権を考える集い洲本市人権を考える集い�洲本市人権を考える集い�入場無料�

12月4日（水）～10日（火）は、「人権週間」です　　育てよう　一人　一人の人権意識�
12月7日（土）午後3時から4時まで、ジャスコ新洲本店で、街頭啓発を行います。�



１６�

　市や洲本警察署、洲本交通安全協会では、交通事故の防
止や安全運転に関心を持っていただくため、「交通安全川
柳」を募集しました。今回は５９首（２０人）の応募の中か
ら、選考審査の結果、次のとおり優秀作品が決まりました。�
◆市長賞�
　そのメール　安全よりも　大事なの�
 　　　　　　　　　　　　　　仲野　真弓さん（安乎）�
◆洲本警察署長賞�
　急カーブ　急ブレーキで　救急車�
 　　　　　　　　　　　　　　柴野　ちせさん（上物部）�
◆洲本交通安全協会長賞�
　急がない　いらいらしない　あわてない�
 　　　　　　　　　　　　　　平山　弘子さん（津田）�
◆洲本交通安全対策委員会長賞�
　運転に　酒も　怒りも　いりまへん�
 　　　　　　　　　　　　　　布袋　忠張さん（由良）�
◆ファミリー賞�
　手を上げて　わたる笑顔の　きみとぼく�
 　　　　　　　　　　　　　　東　美恵子さん（宇原）�
◆ふるさと賞�
　事故０を　今日も見おろす　お登勢像�
 　　　　　　　　　　　　　　松山　　巌さん（由良）�
◆選考会賞�
　急ぐなよ　スピード出すなよ　死んじゃうよ�
 　　　　　　　　　　　　　　田中美智子さん（栄町）�

　年末を迎え、帰省、旅行、買い物などによる交通量の変化に加
え、夕暮れどきの交通事故の多発が懸念されます。�
期　　間　１２月１日（日）～１２月３１日（火）�
重点項目�
①夕暮れどきの交通事故防止�
◆自動車、単車の運転手さん、早めにライトを点灯しましょう。�
◆自転車利用の皆さん、早めにライトを点灯し、夜光反射材も活用しましょう。�
◆歩行者の皆さん、明るい服装を心がけ、夜光反射材を着用しましょう。�
②飲酒運転の追放�
◆酒を飲んだら運転をしない。�
◆運転するときは、酒を飲まない。�
◆運転する人には、酒を飲ませない。�
③高齢者の交通事故防止�
◆交差点では、必ず安全を確かめましょう。�
◆近づいてくる車は、通過してから横断しましょう。�
◆夜の安全は見せること。夜光反射材を積極的に着用しましょう。�
④シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底�
◆事故の衝撃を甘く見ていませんか？�
◆後席でもシートベルト。ベルトのいらない席はありません！�
◆事故、急ブレーキ。子どもの力ではなお支えられません。�
　　　洲本市・淡路県民局・洲本警察署・洲本交通安全協会�

　市では、「花」「食」の祭典に続く四季のイベントと
して、海の幸をテーマにした「水産まつり」を開催しま
す。地元で獲れる魚介類の加工品などの販売のほか、淡
路果樹協会によるみかんの販売などを行います。�
◆と　き　１２月１４日（土）、午前９時～�
◆ところ　多目的広場（御食国横）�
◆出店者　（カッコ内は販売物）�
　由良漁業協同組合連合会（アナゴ焼き、タコの天ぷら、
　タコ飯など）�
　淡路果樹協会（協会推奨の温州みかんなど）�
　御食国（ジャンボにんにくを使った焼き肉のタレ、目
　釜さんの味噌、漬物など）�
　日の出農業協同組合（野菜の青空市）�
　洲本市酪農農業協同組合（牛乳、コーヒー牛乳など）�
　詳しくは、市役所産業振興部農政課（☎２２・３３２
１内線２４３）へ。�

▼
�▽
�▽
�
▽
�

▽
�

▽
�

四季のイベント水産まつり開催�四季のイベント水産まつり開催�

年 末 交 通 事 故 防 止 運 動年 末 交 通 事 故 防 止 運 動 �年 末 交 通 事 故 防 止 運 動 �

交通安全川柳の優秀作品が�
決まりました�

現行の割引対象者→拡大後の割引対象者�

○身体障害者手帳の「旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄」
　に「第２種」と記載されている身体障害者の全てが航空
　運賃の割引の対象となるため、福祉事務所による個別の
　証明印は不要となります。�
運賃改定の時期�
○平成１５年１日１日搭乗分（平成１４年１１月１日発売
　開始分）から実施されます。�
　詳しくは、洲本市健康福祉館内福祉課（☎２２・３３３２内
線５０９）へ。�

▼
�

身体障害者手帳の交付を受
けた人であって、「旅客鉄道
株式会社旅客運賃減額欄」
に「第１種」と記載されて
いる身体障害者とその介護
者�
�
上記以外の身体障害者手帳
の交付を受けた者（「旅客
鉄道株式会社旅客運賃減額
欄」に「第２種」と記載さ
れている身体障害者）であ
って視覚障害４級、平衡機
能障害３級などの一定の要
件を満たす人�

�
�
�
　　　　　同左�
�
�
�
上記以外の身体障害者手帳
の交付を受けた者（「旅客
鉄道株式会社旅客運賃減額
欄」に「第２種」と記載さ
れている身体障害者）�

身体障害者航空旅客運賃の�
割引対象者が拡大されます�

お
め
で
と
う�

�
　
秋
の
叙
勲�

�
勲
五
等
瑞
宝
章�

� 　
永
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
社

会
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ

る
叙
勲
の
受
章
者
が
決
ま
り
ま

し
た
。
�

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

��������　
昭
和
五
十
一
年
か
ら
四
期
十

六
年
間
、
洲
本
市
議
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
任
期
中
に
は
地
域

の
小
中
学
校
や
公
民
館
の
改
築

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
議

長
や
全
国
離
島
振
興
協
議
会
副

会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
議
引
退
後
は
、

市
農
協（
現
在
の
日
の
出
農
協
）

の
理
事
を
三
年
間
歴
任
す
る
な

ど
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
�

巡 　 秀 雄 さん�

�
（安乎町中田・７７歳）�



１７�

◆と　き　平成15年2月1日（土）�
　　　　　　開演　午後2時（開場午後1時30分～）�
◆ところ　洲本市民会館ふれあいホール�

イ

ボ

バ

ッ

タ

�

２４７�

イボバッタの雌�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

　
イ
ボ
バ
ッ
タ
は
体
長
三
十
　

前
後
、
全
体
に
褐
色
で
暗
褐
色

の
ま
だ
ら
模
様
が
あ
り
ま
す
。

頭
部
と
胸
部
の
背
面
に
は
イ
ボ

状
の
突
起
が
あ
り
、
こ
れ
が
名

前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
成
虫
は
七
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
現
れ
、
畑
や
道
ば
た
な

ど
の
、
土
が
露
出
し
て
い
る
よ

う
な
場
所
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

昼
間
活
動
し
、
近
づ
く
と
敏
し

ょ
う
に
飛
ん
で
逃
げ
ま
す
。
�

　
バ
ッ
タ
の
仲
間
に
は
、
後
脚

を
、
羽
に
あ
る
ヤ
ス
リ
と
こ
す

り
合
わ
せ
て
、
発
音
す
る
も
の

が
多
い
の
で
す
。
イ
ボ
バ
ッ
タ

の
発
音
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い

こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
バ
ッ
タ
の
前
羽
に

も
ヤ
ス
リ
が
あ
り
ま
す
。
�

　
イ
ボ
バ
ッ
タ
は
本
州
、
四
国
、

九
州
に
広
く
分
布
し
て
い
る
普

通
種
で
、
淡
路
島
で
も
各
地
で

見
ら
れ
ま
す
。
�

ミ�　
リ�

資 源 ご み の 拠 点 回 収 �
�

１１月は２１日（第３木曜日）に変更いたします。�
１２月は１９日（第３木曜日）です。お間違いないよ

うお願いします。�

　洲本健康福祉事務所（洲本保健所）では、エイズの

ことについて電話や来所による相談を行っています。

また、プライバシーに配慮し、匿名による無料血液検

査も行っていますので、お気軽にご相談ください。�

　詳しくは、同所保健指導課（☎２６・２０６３）へ。�

　６月から８月に松くい虫の加害を受けた松が、９月

ごろから枯れ始めました。松くい虫被害を放置すると

周辺の松に伝染します。また、松が倒れてくると大変

危険ですので、伐倒し薬剤散布や焼却、破砕チップな

ど徹底した駆除を行いましょう。�

　松くい虫被害や造林に関するお問い合わせは、市役

所産業振興部ふるさと整備課（☎２２・３３２１内線

２４５）か、淡路県民局洲本農林水産振興事務所（☎

２２・３５４１）へ。�

▼
�

▼
�

松くい松くい虫（マツ材線虫病（マツ材線虫病）からから�
松の緑を守ろう！松の緑を守ろう！�

12月1日は世界エイズデーです�

11月は松くい虫防除強調月間です。�

松くい虫（マツ材線虫病）から�
松の緑を守ろう！�

12月1日は世界エイズデーです�

オーケストラ　エウフォニカ管弦楽団�

指　揮　守山俊吾�

曲　目　　交響詩　フィンラン�

　　　　　ディア�

　　　　　美しく青きドナウ�

　　　　　春の海／尺八演奏�

　　　　　踊る子猫�

　　　　　国立レニングラード�

　　　　　バレエ団ソリストを迎えてバレエ「白鳥の湖」より

　　　　　情景など�

　　　　　「千と千尋の神隠し」より「いつも何度でも」�

　　　　　スターウォーズのテーマ　　など�

　　　　　　　　　　　　曲目などは変更の場合があります。�

◆発売日　１２月２日（月）から�

�

　チケット販売・問い合わせは、洲本市民会館へ。�

（☎２２・１３１５、平日、午前９時～午後５時まで）�

◆入場料　　大人　　　　　　　　　　２,０００円　�

　　　　　　小・中・高校生　　　　　１,０００円　�

　　　　　　親子ペア　　　　　　　　２,５００円�
　　　　　　（大人１人、小学生以下１人）�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

　平成14年度�
第6回洲本市民会館自主事業�

全席自由�

チケット発売�

　家庭ごみなどの一般廃棄物、産業廃棄物などは、「廃棄
物の処理及び清掃に関する法律」の改正により、農作業に
伴う焼却やキャンプファイヤーなどの例外を除いて禁止さ
れています。ただし、このような例外的な焼却を行う場合
でも近隣に迷惑がかからないよう気をつけましょう。�
　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（☎２２・３３
２１内線３４３）か淡路県民局環境課（☎２２・３５４１
内線３１２）へ。�

▼
�

野焼き（野外焼却）はやめましょう�



１８�

①
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

　
庫
・
洗
濯
機
の
家
電
四
品
目

（
家
電
四
品
目
は
小
売
店
へ
引

　
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
）�

②
事
業
系
ご
み
（
商
店
、
事
業

　
所
、
工
場
な
ど
の
ご
み
）�

③
危
険
物
（
爆
発
・
火
災
発
生

　
や
作
業
に
危
険
な
も
の
）
ガ

　
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

　
油
、
シ
ン
ナ
ー
塗
料
、
廃
油
、

　
消
火
器
充
電
式
電
池
、
バ
ッ

　
テ
リ
ー
、
農
薬
、
化
学
薬
品
、

　
劇
薬
、
医
療
廃
棄
物
な
ど�

④
処
理
困
難
物
（
収
集
処
理
の

　
困
難
な
物
）
オ
ー
ト
バ
イ
、

　
タ
イ
ヤ
、
ス
プ
リ
ン
グ
使
用

　
の
マ
ッ
ト
レ
ス
、
農
機
具
、

　
ド
ラ
ム
缶
、
建
築
廃
材
、
焼

　
却
灰
な
ど�

※
危
険
物
や
処
理
困
難
物
を
廃

棄
す
る
と
き
は
、
販
売
店
や
専

門
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

事
故
防
止
に
ご
協
力
を
！�

�

▽
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
完
全

に
使
い
切
り
ガ
ス
抜
き
を
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
灯
油
を

完
全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。�

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
、
電
池

を
抜
く
な
ど
発
火
装
置
を
壊
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
環
境
整
備
課
（
☎
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
。�

◆材料（４人分）�
　米　　　　　２合�
　しめじ　　　１パック�
　えのき　　　１パック�
　生しいたけ　５枚�
　しょうゆ　　大さじ１�
　酒　　　　　大さじ１�
　みりん　　　大さじ１／２�
　だし昆布　　５　長さ１枚�
�

セン�
チ�

グラ�
ム�

き
の
こ
ご
は
ん�

�

１０９�

カロ�
リー�

キ�
　ロ�

　
七
月
二
十
九
日
（月）
か
ら
八
月�

三
十
日
（金）
ま
で
の
十
一
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
夏
の
生

活
習
慣
病
集
団
健
診
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。�

　
受
診
さ
れ
た
人
は
二
千
二
百�

三
十
四
人
。
七
十
歳
代
の
人
が�

九
百
三
十
一
人
と
最
も
多
く
、�

全
体
の
四
一
・
七
　
に
当
た
り

ま
す
。�

　
総
合
判
定
結
果
で
「
正
常
」

ま
た
は
「
ほ
ぼ
正
常
」
と
判
定

さ
れ
た
の
は
二
百
三
十
二
人
で

全
体
の
一
〇
・
四
　
し
か
な
く
、

残
り
八
九
・
六
　
は
何
ら
か
の

注
意
が
必
要
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。�

　
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は�

自
覚
症
状
が
少
な
く
、
潜
伏
期�

で
の
早
期
発
見
や
予
防
の
た
め�

に
は
、
生
活
習
慣
病
健
診
を
継�

続
的
に
受
け
る
こ
と
が
大
切
で�

す
。�

　
年
一
回
の
健
診
を
習
慣
づ
け
、�

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。�

�

���◆
十
二
月
十
八
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
　

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
十
二
月
二
十
四
日
（火）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

　
本
保
健
所
）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
�

ー
（
☎
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

献
血
日
程�

水�
（不定期）�

日�
洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～7：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

広
告�淡路ごちそう館�御食国�（みけつくに）�

●お歳暮に淡路特産品を！�
私達の住む淡路島の特産
品を全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合せ
る「うまいもん」ギフト
が好評！�

洲本市塩屋１丁目１-8�
TEL.26-1133

●6周年記念フェア�
特別なコース料理２種とオリジナルデザート５種�
を特別な価格にてご用意しております。�
シェフ自慢の創作コース料理をお楽しみください。�
14年11月18日（金）～15年1月31日（火）（正月は除く）�

●忘年会はおまかせください。�

栄養士　小丸　恭子�

Ａ�

　　　　１人分�
 エネルギー　２４９�
 塩分　　　　０.７�

歳
末
大
掃
除
の
ご
み
は
、
き
ま
り
を
ま
も
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う�

�

詳
し
い
日
程
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い�

�

次
の
ご
み
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん�

�

夏
の
生
活
習
慣
病
集
団
健
診�

　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

この検査の範囲では、異常は認められませんでした。�
軽い異常を認めますが、様子を見てよいでしょう。�
異常を認めますが、早期に精密検査を受けるほどではあ�
りません。日常生活に注意し、ときどき医療機関で受診�
してください。�
異常を認めましたので、早期に医療機関で精密検査（再�
検査を含む）を受け、病気の有無、程度を確かめてくだ�
さい。�
病気の疑いがありますので、早期に医療機関で受診して�
ください。�
現在、治療中ですので、引き続き主治医の指示に従って�
治療を続けください。�

＜健診結果の判定区分＞�

＜夏期集団健診集計表＞�

正常�
ほぼ正常�
�
要注意�
�
�
要精検�
�

要医療�
�
要継続医療�

正　常　　ほぼ正常　　要注意　　 要精検　　医療継続�
年代別�

～39歳�
（44人）�

40～49歳�
（162人）�

50～59歳�
（436人）�

60～69歳�
（661人）�

70歳～�
（931人）�

20.5％�
（9人）�

18.2％�
（8人）�

22.7％�
（10人）�

38.6％�
（17人）�

12.3％�
（20人）�

9.3％�
（15人）�

6.9％�
（30人）�

6.7％�
（44人）�

25.4％�
（168人）�

20.6％�
（192人）�

45.7％�
（425人）�

28.1％�
（262人）�

47.5％�
（314人）�

16.9％�
（112人）�

3.5％（23人）�

7.1％�
（31人）�

30.0％�
（131人）�

42.9％�
（187人）�

13.1％�
（57人）�

32.7％�
（53人）�

42.6％�
（69人）�

3.1％（5人）�

3.3％（31人）�

2.3％（21人）�

食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
、�

低
カ
ロ
リ
ー
の
き
の
こ
を
た
っ�

ぷ
り
使
っ
た
ご
は
ん
で
す
。�

◆
作
り
方�

①
米
は
洗
い
ざ
る
に
上
げ
て
お�

く
。�

②
し
め
じ
、
え
の
き
は
食
べ
や�

す
く
ほ
ぐ
し
、
し
い
た
け
は
軸�

を
取
っ
て
薄
切
り
に
す
る
。�

③
①
、
②
Ａ
だ
し
昆
布
を
炊
飯�

器
に
入
れ
、
普
通
の
水
加
減
で�

炊
く
。�

料理を楽しむ忘年会は御食国でどうぞ。（飲み放題もございます）�



１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

広
報
五
百
号
記
念
展
に
、
お

越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
終
わ

っ
て
み
る
と
、
無
事
展
示
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
て
ほ
っ
と
し

た
気
持
ち
と
、
最
初
は
簡
単
に

こ
れ
ま
で
の
古
い
広
報
を
並
べ

れ
ば
よ
い
と
、
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、
い
ざ
準
備
を
始
め
て

み
る
と
、
そ
の
時
代
時
代
や
、

洲
本
の
文
化
と
の
関
連
性
な
ど
、

写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

っ
と
他
の
資
料
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
広
が
り
の
あ
る
展

示
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
、
も
っ
と
企
画
を
練

っ
て
も
う
一
度
や
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
◆
ま

た
ご
来
場
い
た
だ
い
た
人
の
中

に
は
、
と
て
も
一
枚
一
枚
丁
寧

に
見
て
く
れ
て
い
る
人
も
あ
り
、

そ
の
姿
を
見
ら
れ
た
だ
け
で
も

こ
れ
か
ら
の
作
成
の
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
様
々
な
特
集
記
事

も
表
紙
の
写
真
も
そ
の
時
々
の

担
当
者
の
思
い
入
れ
の
あ
る
も

の
ば
か
り
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
事
柄
は
同

じ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
か
、

ど
う
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
の

か
、
ま
た
見
て
も
ら
え
る
の
か

こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
で
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
◆
一
足

飛
び
に
冬
に
な
っ
た
よ
う
な
気

候
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

風
邪
に
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
）
�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

　１１月、１２月の乳幼児健康診査�
を次のとおり行います。対象者には�
問診票などを送付しますので、母子�
手帳を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。１２�
　月４日（水）、１２月１８日（水）、（受付�
　・市役所市民相談係で電話による�
　予約受付けをしています。☎２２�
　・３３２１内線３４５・３４６）�
　総合福祉会館で。�
行政相談　１２月１１日（水）、午後１�
　時１５分～（受付・午後１時３０�
　分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　第３金曜日、午前１０�
　時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（☎２６・００２２）。�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午�
　後４時、神戸地方法務局洲本支局�
　人権相談室（☎２２・０４９７）で。�
家庭児童相談　０～１８歳までの子�
　供の相談。毎週月・火・木、午前�
　８時３０分～午後５時１５分、洲�
　本市健康福祉館（☎２２・３３３�

由 良 公 民 館 で �

洲本健康福祉事務所で�

１１月２１日（木）�

１１月２２日（金）�

１２月５日（木）�

１２月１２日（木）�

１２月１９日（木）�

１２月２０日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１４年１月生�

�

�

Ｈ１３年４月生�

�

�

�

Ｈ１３年５月生�

Ｈ１４年７月生�

�

�

�

Ｈ１４年８月生�

�

�

�

�

Ｈ１１年９月生�

　約が必要）�
栄養専門相談　毎月第１・３月曜日�
　午後１時～５時（予約が必要）�
胃がん検診　１２月４日（水）、午前９�
　時～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で洲本健康福祉事務所が指定する�
　日、午前９時～（料金１５，５８０円、�
　申込・洲本健康福祉事務所へ）洲�
　本市民で国民健康保険に加入し�
　３０歳以上の人に８，０００円、社会�
　保険などの加入者で４０歳以上の�
　人に５，０００円の助成があります。�
　（ただし１年度１回限り）　　�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

健康相談�

乳 幼 児 �
健康診査�

図 書 館 �

（☎２２・３３２２）�

市民工房�

市民相談�

（☎２２・３３３７）�

（☎２２・３３３７）�

（☎２７・２１６７）�

市保健センターで�
（☎２２・３３３７）�

（☎２２・３５４１）�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～第４�
　月曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　１１月２６日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　１２月１７�
　日（火）、受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　１月１４日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん　１２月３日�
　（火）、受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　１２月４日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　�
　はじめての離乳食（対象・４か月�
　～６か月児）１２月４日（水）、午後�
　１時～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１�
　歳児）１２月１１日（水）、午前１０�
　時～１１時３０分�
７か月児相談　１１月２７日（水）、受�
　付・午前９時４５分～１０時、対�
　象者（Ｈ１４．４月生まれ）には�
　案内、問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　１１月２８日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１２．１１月生まれ）に�
　は案内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　１１月１５日（金）、午前�
　９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～第４月曜�
　日、午後１時～３時（栄養相談は�
　第２・４月曜日）�
�
�
�
�
成人健康相談　１月１４日（火）、午後�
　１時３０分～３時�
�
�
�
�
成人健康相談　毎月第１～第４金曜�
　日、受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�
　分～（精神病、痴呆、アルコールそ�
　の他心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

洲本市民工房ギャラリー�
谷口紘也油絵展�
　１１月２０日（水）～２４日（日）�
勤労者のための公募展�
　１２月１日（月）～１２月２５日（水）�
�

　１０月２６日・２７日に開催した
「図書館市民まつり」はたくさんの
人々のご支援・ご協力により、盛大
に行うことができました。ありがと
うございました。これからも、皆様
のご利用をお待ちしております。�

　　《郷土資料寄贈のお願い》 �
　図書館では、洲本市、淡路島、兵
庫県に関する資料を郷土資料として
保存しています。洲本市出身者の著
作や、淡路島内の団体やサークルな
どの会報などがございましたら、寄
贈いただきたいと思います。ご協力
よろしくお願いいたします。�

　　　《 行事のお知らせ 》�
「いっしょにおはなしかい」�
　　　　　　　 （０～３歳児対象）�
　　 １２月４日（水）午前１１時から�
「おはなし会」 （３～６歳児対象）�
　　 １２月１４日（土）午後２時から�
「もっとおはなし会」（小学生対象）�
１２月１４日（土）午後２時３０分から�
※１１月２３日(土)のおはなし会・
もっとおはなし会はお休みします。
　　　　　　　　（休館日のため）�
「おりがみ教室」�
　　　 １２月７日（土）午後２時から�
「つくってあそぼう！」�
１２月１５日（日）午後１時３０分から�
※「おりがみ教室」「つくってあそ
ぼう！」は定員４０名。参加申込は
前日まで。�

　２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（☎�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日（午前１０�
　時３０分～午後５時）福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。）　　�



※神戸淡路鳴門自動車道の料金設定は平成15年4月1日から適用予定料金です。�

垂水IC

鳴門北IC

豊田IC

東京IC

神戸淡路鳴門自動車道�

神戸淡路鳴門�
自動車道�

東名高速道路�

東名高速道路�

垂
水�

鳴
門
北�

東
京�

豊
田�

6,950円�
（普通車）�

6,850円�
（普通車）�

淡路地域整備推進委員会や淡路島観光連盟では、上記のチラシを作成し、神戸淡路鳴門自動車道の料金引き下げを国へ要望しています。�

明石海峡大橋4　　の利用料金が3,250円（普通車）5,350円（大型車）、淡路島内を縦貫する高速料金も54.5　　
で2,350円（普通車）、3,900円（大型車）にされようとしています。このような料金設定でいったいだれが利用するの
でしょうか。日本道路公団（JH）の高速料金は1　　あたり、普通車で24.6円、大型車で40.59円と決められています。
ところが、神戸淡路鳴門自動車道の1　　の料金は普通車で95円、大型車で157円、とJHの料金と比べると数倍の格
差があります。花の島・淡路島の環境を守るため、そして本州と四国を結ぶ「夢のかけ橋」を有効利用するために
も、神戸淡路鳴門自動車道の利用料金が、JHと同一の料金設定となるよう提案します。
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